
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
二
巻
第
二
号

平
成
六
年
三
月

二
五
四

四

恩

説

の

研

究

熊

澤

宗

男

一
般
的

に

「
恩
を
受
け

る
」

「恩
返
し
」
な

ど
と
使
わ

れ

て

い
る

「
恩
」
と

い
う
語
で
あ

る
が
、
こ
の

「恩
」
の
対
象
を
四

つ
に
限
定
し

た
も
の
が

四
恩
で
あ

る
。
こ
の
四
恩
は
、
「
恩
」
の
対
象
を
四
つ
に
限

っ
て
い
る
か
ら
、
何
を
対
象
に
す
る
か
に
よ
っ
て
異
な

っ
た
い
く

つ
か

の
四
恩
説
が
成
立
し
て
い
る
。

今
回
の
発
表
は
、
こ
の
四
恩
に
つ
い
て
ω
漢
訳
経
典
に
み
ら
れ
る
四

恩
、
②
日
本
に
お
け
る
四
恩
に
つ
い
て
述
べ
、
さ
ら
に
、
③
四
恩
に
対

す
る
見
解

と
し
て
現
代
的
視
点
か
ら
の
四
恩
説
を
考

え

る
も

の
で
あ

る
。

ω

漢
訳
経
典
に
み
ら
れ
る
四
恩
説

「
四
恩
」
と
い
う
語
は
、
3
世
紀
か

ら
4
世
紀
に
訳
出
さ
れ

た
漢
訳

経
典
の
中

に
多
く
み
る

こ
と
が

で
き

る
。
呉
の
康
僧
会
の

『
六
度
集

(
1
)

(
2
)

経
』
巻
第

一
や
呉
の
支
謙
の

『
維
摩
詰
経
』
巻
上

に
は
、

「四
恩
」
と

い
う
語
が
訳
出
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
他
に
も
、
『十
住
断
結
経
』
一
〇

(
3
)

(
4
)

(
5
)

巻
、
『
須
真
天
子
経
』
四
巻
、
『普
曜
経
』
八
巻
、

『
放
光
般
若
経
』

二

(
6
)

(
7
)

〇
巻
、
『超
日
明
三
昧
経
』
二
巻
な
ど

の
経
典

に

「
四
恩
」
と

い
う
言

葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
訳
出
さ
れ
て
い
る

「
四

恩
」
に
は
、
意
味
や
何
を
対
象
に
し
て
い
る
の
か
と
い
う
具
体
的
な
内

容
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
後
に
訳
出

さ
れ
た
経
典
に
は
、
「恩
」

の
対
象
を
四
つ
に
限
定
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
般
若
流
支
に
よ

っ
て
訳

さ
れ
た

『
正
法
念
処
経
』
七
〇
巻

の
巻
第
六

一
に
は
、

若
離
聞
法
。
無
有

一
法
能
調
伏
心
。
如
聞
説
法
有
四
種
恩
。
甚
為
難
報
。
何

等
為
四
。

一
者
母
。
二
者
父
。
三
者
如
来
。
四
者
説
法
法
師
。
若
有
供
養
此

(8
)

四
種
人
。
得
無
量
福
。

と
あ
る
よ
う
に
、
母

・
父

・
如
来

・
説
法
法
師
の
四
つ
を

「
恩
」
の
対

象
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
般
若
三
蔵
に
よ

っ
て
訳
出
さ
れ
た
も
の
に

は
二
種
類

の
四
恩
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
う
ち

『諸
仏
境
界
摂

真
実
経
』
巻
下
に
は
、

子
時
行
者
。
作
是
法
巳
。
廻
向
発
願
。
依
此
功
徳
。
第

一
国
王
第
二
父
母
第

(
8
)

三
施
主
第
四
法
界

一
切
衆
生
。
悉
皆
速
証
無

上
菩
提
。

と
あ

る

よ
う

に
、

国

王

・
父

母

・
施

主

・
衆

生

の

四

恩
が

述

べ

ら

れ

て
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二
五
五

お

り

、

『
大

乗

本

生

心

地
観

経
』

巻

二

の
報

恩

品

に

は

、

世
出
世
恩
有
其
四
種

。

一
父
母
恩
。

二
衆
生
恩
。
三
国
王
恩
。
四
三
宝
恩
。

(
10
)

如
是
四
恩
。

一
切
衆
生
平
等
荷
負
。

と
あ
る
よ
う
に
、
父
母

・
衆
生

・
国
王

・
三
宝
の
四
恩
が
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は

『正
法
念
処
経
』
に
無
か
っ
た

「衆

生
の
恩
」
と

「国
王
の
恩
」
が
共
通
し
て
登
場
し
て

い
る

こ
と
で
あ

る
。
衆
生
の
恩
と
い
う
の
は
、
大
乗
仏
教
思
想
の
影
響
に
よ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
、
国
王
の
恩
に
関
し
て
は
、
当
時

の
社
会
に
お
け
る
国
王
の

影
響
力
が
仏
教
の
思
想
に
及
ぶ
ほ
ど
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
他
に

も
、
次

の
よ
う
な
四
恩
説
が
説
か
れ
て
い
る
。

(11
)

『
智
覚
禅
師
自
行
録
』

一
巻

文

沖

デ
、
師

長

二
、

父
母

三
、

国
王

四
、
施
主

(12
)

『
釈
氏
要
覧

』

三
巻

道
誠

一
、
父
母

二
、
師
長

三
、
国

王

四
、
施
主

(13
)

『
四
分
律
行
事
紗
資
持
記
』

一
六
巻

元
照

一
、
国
王

二
、

父
母

三
、
師
僧

四
、
檀
越

(14
)

『
諸
乗
法
数
』

行
深

一
、
国
王

二
、
父
母

三
、
師
友

四
、
檀
越

一
、
諸
仏

二
、

国
王

三
、

父
母

四
、
施
者

こ

こ
で
、

漢

訳

経

典

に
挙
げ

ら

れ

て

い
る

恩

の
対

象

を
分

類

整

理

し

て

み

る

と

、
①

父

母

(
父
、

母
)

②

衆

生

③

国

王

④

三

宝

(如

来
、

説
法
法
師
、
師
僧
、

諸
仏
)

⑤

施

主

(檀
越
、

施
者
)

⑥

師

長

(師
友
)

の
六
つ
に
分
類
す
る

こ
と
が

で
き

る
。
し
か
し
、
施
主

・
檀
越

・
施

者

・
師
長

・
師
友
の
恩
と
い
う
の
は
広
い
意
味
で
衆
生
の
恩
の
中
に
含

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
分
類
か
ら
種

々
の
四
恩
説
は

『
大

乗
本
生
心
地
観
経
』
の
四
恩
説
に
集
約
で
き

る
と
考
え
ら
れ
る
。

②

日
本

に
お
け
る
四
恩

(
15

)

日
本
文
学
に
お
い
て
、
四
恩
は

『
日
本
霊
異
記
』
三
巻
や

『
今
昔
物

(
16
)

語
集
』
三
十

一
巻
な
ど
に
登
場
す
る
が
、
内
容
に
つ
い
て
は
語
ら
れ
て
(
17

)

い
な
い
。
し
か
し
、
仏
教
説
話
が
集
め
ら
れ

て
い
る

『雑
談
集
』
十
巻

に
は
、

『大
乗
本
生
心
地
観
経
』
の
四
恩
説

と
同
様

の
四
恩
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
日
本
の
高
僧
達
に
よ

っ
て
著
さ
れ
た
書
物

の
中
に
も
四
恩

説
が
述

べ
ら
れ

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
空
海
の

『
性
霊
集
』
巻
八
の

(
18
)

「先
師
の
為
に
梵
網
経

を
講
釈
す
る
表
白
」

な
ど

の
箇
所
に
は
順
序
は

異
な
る
が
、
前
述
と
同
じ
四
恩
説
が
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
蓮
の

『開
目
紗
』
や

『報
恩
紗
』
、
安
然
の

『
普
通
菩
薩
戒
広
釈
』
に
も
同
様

の
四
恩
説
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
証
空
の

『五
段
紗
』
に
は

「故
に

『
心
地
観
経
』
に
云
く
慈
父
の
恩
高
き
こ
と
山
王

の
如

し
、
慈

母
の
恩
深
き
こ
と
大
海
の
ご
と
し
云
へ
り
」
と
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
日
本
の
文
学
や
日
本
の
高
僧
た
ち
の
著
作
に
お
い

て
も
四
恩
が
説
か
れ
て

い
る
が
、
『大
乗
本
生
心
地
観
経
』
の
四
恩
説

の
影
響
を
受
け
て
い
る
。

一
般
的
に

「
四
恩
」
と

い
え
ば
、
父
母

.
衆
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二
五
六

生

・
国
王

・
三
宝
の
恩
を
指
す
場
合
が
多
い
の
は
こ
の
よ
う
な
影
響
か

ら
で
あ
ろ
う
。

㈹

四
恩
説
に
対
す
る
見
解

『大
乗
本
生
心
地
観
経
』
の
四
恩
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
考
え
て
み

る
と
、
「
父
母
の
恩
」
と

い
う
の
は
こ
の
世
に
誕
生
で
き

た

の
は
父
母

の
お
陰

で
あ
り
、
成
長
す
る
過
程
に
お
い
て
も
、
多
大
な
恩
恵
を
受
る

こ
と
に
対
す
る
恩
で
あ
る
。
ま
た
、
「衆
生
の
恩
」
と
い
う
の
は
人
が
成

長
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
師
や
友
人
な
ど
多
く
の
人
々
の
お
世
話

に
な
る
。
人
間
が
生
命
を
維
持
す
る
上
で
多
く

の
生
物

(動
物

.
植
物
)

の
恩
恵
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
恩
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
三
宝

の
恩
」

と
い
う
の
は
、
我

々
は
限
り
の
な
い
仏
の
恩
に
よ
っ
て
生
か
さ

れ
て
い
る

こ
と
に
対
す
る
恩
で
あ
る
。
こ
こ
で

「国
王
の
恩
」
の

「国

王
」
と
は
、
国
を
支
配
す
る
王
、
国
の
統
治
者
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
国
が
安
泰
で
毎
日
の
生
活
が
送
ら
れ
る
の
は
、
国
の
統
治
者

で
あ
る
国

王
の
お
陰
、
国
王
の
力
に
よ
る
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
恩
と

い
う

こ
と
に
な
る
。
こ
の

「国
王
の
恩
」
の
存
在

に
つ
い
て
は
、
王
権

の
支
配

の
強
か

っ
た
中
国
及
び
日
本
に
お
い
て
、
王
権
と
妥
協
し

つ
つ

仏
教
が

広
ま
る
の
に
必
要
で
あ

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
と

め

漢
訳

経
典
お
よ
び
日
本
に
お
け

る
四
恩
で
は
、
『
大
乗
本
生
心
地
観

経
』
に
示
さ
れ
て
い
る
父
母

・
衆
生

・
国
王

・
三
宝
の
恩
に
代
表
さ
れ

る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
他

へ
の
影
響
も
多
く
、
多
方
面
に
広
く
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
四
恩
説
を
現
代
的
視
点
か
ら
考
え
た
場
合

は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

今
日
は
、
地
球
環
境

の
悪
化
、
環
境
破
壊
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど

「地
球
的
問
題
群
」
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
現
代
に

お
い
て
、
自
然
の
恵
み
に
感
謝
す
る
心
、
自
分
の
周
σ
を
取
り
囲
む
自

然
環
境
に
感
謝
す
る
心
を
養
う
と
い
う
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
四
恩
の
中
に
自
然
に
感
謝
す
る
恩
を
含
め
、
説

く
の
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
同
様

の
見
解
か
ら
か
、
現
代
で

は

「
国
王
の
恩
」
を
異
な

っ
た
名
称
に
代
え
て
説
明
し
て
い
る
も
の
が

み
ら
れ
る
。

1
　
大
正
三

・
五

・
上
、
三
〇

・
上
　

2
　
大
正

一
六

・
五
二
〇

・
中
　

3

大
正

一
〇

・
九

八
〇

・
下
、

一
〇

三
七

・
中
　

4
　
大
正

一
五

・
一
〇
〇

・

下
　

5
　

大
正
三

・
四
八
七

・
下
、

四
九

五

・
下
　

6
　
大
正
八

・
一
二

六

・
中
　

7
　

大
正

一
五

・
五
三

四

・
中
　

8
　
大
正

一
七

・
三

五
九

・
中

9
　
大
正

一
八

・
二
八

四

・
中
　

10
　
大

正
三

・
二
九

七

・
上
　

11
　

続
蔵

二

・
一
六

・
一
　
12
　
大
正
五

四

・
二
八
九

・
中
　

13
　
大
正

四
〇

・
二
三

五

・
中
　

14
　
『
仏
学
三
書
』
第

一
　
15
　

巻
上
　

日
本
古

典
文

学
大
系
七

〇

・
一
五
五
　

16
　
巻

一
五
　

日
本
古
典
文
学
大
系
二
四

・
三
六

一
　

17

巻

一
中
世

の
文
学

六
五
　

18
　
『
弘

法
大
師
全
集
』

第
三

・
五
〇
八

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

四
恩
、

大
乗

本
生
心
地
観
経

(龍

谷
大
学
大

学
院
)

802


